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発表概要   

近年スマートフォンの普及に伴って，アプリケーション

やサービスの利用を通じ，個人の行動・活動履歴の収集や

嗜好などの情報が抽出可能となってきている．特に，個人

のWebサービスを利用する際の回遊履歴や，スマートフォ

ンが接続している携帯基地局データおよび GPS 等のデー

タを参照することで，個人の特徴は容易に抽出しうる状況

となっている．これら個々ユーザのプロファイルは，サー

ビス提供者や開発者にとっては非常に有益な情報となり，

またユーザ自身にとっても自分の嗜好にあったサービスを

受けられる可能性が高まるため，利便性の向上につながる

と考えられる．一方，このような個人のデータの利活用を

行う際には，プライバシの保護が常に懸念される．特に，

近年のプライバシデータ保護に関しては，欧州の GDPR[3]

制定に代表されるようにその重要性が高まってきている．

厳密な制度化が今後より進むにつれ，プライバシデータを

収集・保有する企業自身にとっても，データを扱うこと自

体がリスクへとつながる懸念もなされている． 

プライバシデータの中で，特に慎重な取り扱いを要する

データとして，ユーザの位置情報が挙げられる．その中で

も，ユーザの居住地や職場の位置などは最も秘匿すべき情

報であると考えられる．一方で，居住地などの情報はレコ

メンドサービスなどを構築する際には非常に有益な情報と

なるため，今後は実際のユーザの居住地の位置情報を扱う

ことなく，いかに同等レベルのユーザのプロファイリング

が達成されることが求められる．居住地は有用な情報なた

め，これまで SNS などを用いた推定[6]なども試みられて

いる． 

本研究では，上記の問題を解決するため，ユーザの居住

地情報を直接用いることなく，居住地に関する属性を抽出

可能な手法の構築を目指す．特に本稿では，休日の外出先

POI（Point of Interest）の遷移を分析することで，居住地の

属性が推定可能であるか，の検討を行う． POI とは地図上

の特定のポイントを指し、一般的には、目標物や施設を指

す場合が多い[1]が，本研究においては，その施設などの一

般名詞や属性を POI として定義し，実際の位置情報につな

がるような直接的な施設名は扱わない．すなわち，本研究
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における POI を用いることで GPS のデータを抽象化し，個

人に紐づかないような利活用を行えることが期待される． 

本稿ではユーザの居住地（生活圏）の属性が，休日にお

けるユーザの外出先 POIに影響を及ぼすという仮説を立て，

休日の滞在 POI遷移からユーザの居住地推定が可能である

ことを示すことを目的とした．居住地属性の中でも，本稿

では特に居住地と周辺の駅の関係性が，休日行動に影響を

与えるのではないかという仮説について検討を行った． 

 

・分析対象データと分析内容 

株式会社ブログウォッチャーから購入した 6 月 1 日から 6

月 22 日までの愛知県岡崎市を通過したことがあるユーザ

のデータを用いて本仮説の検証を行った．本データはユー

ザが特定のアプリを利用している際に，利用規約同意の元

で記録されたデータであり，各レコードには各ユーザの位

置情報，時間などが含まれる．データのレコード総数は

7,478,613 件でユニークユーザ数は 29,866 人であった．本

データは愛知県岡崎市を通過したユーザのデータを収集し

ているため出張等で新幹線を用いて通過したユーザもデー

タが含まれている．そのため愛知県近辺の北緯 34.5 度から

35.5 度まで，西経 136.5 度から 138 度までの範囲内で行動

していたユーザに絞って仮説の検証を行った．また 1日あ

たりのデータ数が少ないユーザについては，後述の滞在地

の推定が適切に行えない可能性が高いためデータを除去し

て検討を行った．以上のデータクレンジングを実施した結

果，データ数は4,112,027件,ユーザ数は18,892人となった． 

上述したように，データは高頻度で収集される状況と低頻

度で収集される状況が混在している．滞在地推定手法とし

て遠山ら[4]や遠藤ら[5]の提案する手法も存在するが高頻

度で収集された GPS データを対象としているため本デー

タでの推定には適していない．そのため，滞在地の推定は

岩田ら[2]の疎な GPS を対象にした手法を利用した．しか

し、岩田らの手法も 5分間隔での測位データを対象として

いため岩田らの手法に加え以下の処理を実施した． 

(1)データの圧縮 

アプリ起動時の非常に高頻度で取得されたデータにつ

いては処理を簡便化するために 5 分間隔でまとめ，緯度経

度について平均を用いた．統合する際には GPS の測位誤差
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の大きい外れ値を含めてしまうと平均値が本来の値から大

きくずれてしまう可能性を考慮し，5 分間のデータの中で

直前の測位点に対し，距離が 1000m 以上離れているものは

外れ値とみなし，外れ値を含まない測位点の平均を用いた． 

(2)スパースな測位時刻の分割 

スパースな測位点に対して滞在地推定を連続で実施し

ないようにするため 2時間以上時刻差のあるデータは分割

し滞在地推定を実施した． 

実際に仮説の検証をするにあたり生活圏周辺の駅の情

報として生活圏内の周辺駅数， 最寄り駅までの距離，生活

圏内の駅と距離を考慮したスコアを用いた．スコアとして

生活圏内周辺の駅までの距離の逆数の和を用いて計算を行

った．また休日の外出先 POI 遷移の分析対象として，モビ

リティの活発さを検討した．モビリティの活発さの指標と

しては，ユーザの滞在地の総滞在時間，滞在地数，1 日あ

たりの総移動距離とした．上記の生活圏情報と，休日の外

出 POI 遷移との関係性を分析することにより，仮説の検証

を行った． 

 

・分析結果 

図 1,2,3 に上記で述べた生活圏情報とユーザのモビリテ

ィの活発さに対するグラフを示す．また，表 1 に各周辺駅

情報とモビリティの活発さの指標との相関係数を示す． 

表 1 から，全ての周辺駅の要素に対して総移動距離は相

関が見られなかった．周辺駅数と距離を考慮した周辺駅ス

コアでは総滞在時間に対し，弱い相関が得られ，最寄り駅

までの距離からは総滞在地数に対して弱い相関が得られた．

本研究では周辺 POIの中でも駅に着目しモビリティに対し

て検討を行ったが，駅以外の周辺 POI 情報と組み合わせる

ことにより，得られた結果よりも強い相関が得られること

が期待される.また，距離を考慮した周辺駅のスコアに関し

てはナイーブな計算による導出を実施した点やモビリティ

の指標の追加等，駅のみの POI に対しての改善の余地が挙

げられる． 

今後の課題としては上記に述べたように他の POI情報の

抽出をどの方向性から進めていくかの検討や実証実験を行

えるような環境整備を行っていくことなどが挙げられる． 

 

図 1 周辺駅数とモビリティの相関 

 

図 2 最寄り駅距離とモビリティの相関 

 

図 3 距離を考慮した周辺駅スコアとモビリティの相関 

表１ 各生活圏内周辺駅情報とモビリティとの相関係数 

 総移動距離 総滞在時間 総滞在地

数 

周辺駅数 -0.0693 -0.306 -0.065 

最寄り駅距離 -0.041 0.104 -0.237 

周辺駅スコア -0.145 -0.315 -0.008 
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